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『音楽でつながる』   副校長 池田 千穂 
先日はかわいっ子音楽会に足を運んでくださりありがとうございました。久しぶりに気持ちの良

い天気の中、子ども達の歌声や演奏が秋晴れの空に響いていました。 

今年度はコロナ禍で大変残念ですが保護者、地域の方の招待を制限いたしました。子ども達にとっ

て意義のある音楽会にしようと現状で最善と考える方法で実施させていただきました。保護者、地域の

皆様にはご不自由おかけしましたが、ご理解いただき、ご協力くださいまして心より感謝いたしま

す。 

そんな中でしたが、子ども達の演奏はどの学年も素晴らしく、川井っ子パワーを感じました。本校

では異学年交流を大切に「たてわり活動」を行っていますが、今年度は人との接触が制限されて思う

ようにできません。音楽会当日も全校で集まって発表し、聴き合うことは

できません。そこで、他学年と聴き合う時間をブロック学年以外にも設定

し、練習の過程で交流しました。上級生は下級生のお手本になりたいと意識

を高めます。お互いに他学年の演奏に刺激を受けて良さを感じ、自分達の練

習に活かしていきます。下級生は自分もいつか上級生のように演奏をしたい

と憧れの思いを抱きます。そんな川井小の伝統は今年も引き継がれました。 

当日はどの学年も練習の成果を発揮していました。みんな満足した表

情で教室へ戻っていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この音楽会でもう一つ、『音楽』の持つ素晴らしい力を再認識しました。音楽は人と人の心をつなぎ、

一体感を生みます。6月から今までに子ども達はソーシャルディスタンスで友だちと何かする活動に気を配

らなければならなかったため、気持ちもなんとなく距離があるように感じていたかもしれません。今回の音

楽会に向けてクラスや学年での取組を通し、一つの演奏や行事を協力して作り上げる喜びや楽しさを実感

したのではないでしょうか。お喋りしなくても、ちょっと離れた立ち位置でも、一緒に歌い、演奏す

れば、一人ではないことを感じることができたと思います。『感動とは人間の中ではなく、人と人との間

にある』ドイツの指揮者フルトヴェングラーの言葉です。マスク、演奏時の距離、楽器の共有・・・いろい

ろな課題がありました。条件の厳しい中でも子ども達は大切な経験が出来たと思います。これからもコロ

ナ禍はしばらく続くと予想されます。それでも私達職員一同は今回の経験を生かし、感染防止に配

慮しながら子ども達が感動し、わくわく、生き生きとする活動を模索していきます。今後ともご理

解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

令和２年１０月３0 日 

 

 

 

 

横浜市立川井小学校 

かわい 

1 年生 
元気いっぱいの明るい
歌声が体育館に響き渡
りました♪みんな緊張
を吹き飛ばしました！ 

6年生 
最高学年らしいしっとりと
した合唱でした。合奏ではマ
ーチングやフラッグの演出も
楽しかったです。皆が最後の
音楽会で精一杯、心を合わせ
て演奏する真剣な姿勢が感
じられました♫ 

 

5 年生 
合唱は低音やオスティナー
トの音程がしっかりと歌え
ていて、メロディと美しく響
き合っていました。一人一人
が自分の演奏に自信を持って
楽しく表現している姿に会場
も一緒に盛り上がりました。 

 

4 年生 
昨年度より高学年らしい歌
声になっていて感激しまし
た🎶合奏の後半はリズムに
乗って、心を一つに演奏を
楽しんでいまし た。 
 

 

3 年生 
優しい音色でみんなの音が
一つになったリコーダー演
奏でした🎶タンギングもと
っても上手にできています。 

 

2 年生 
トトロの世界を歌と手作
り楽器で楽しく表現しま
した♬色々なリズムが一
つになっていました♬ 
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